
参 考 資 料

（長崎都心まちづくり構想）

長崎市
令和6年４月

【本資料の内容】

○整備方針に記載している「実施中の事業」及び「すでに構想・計画がある事業」について事業の概要を示すものです。

○事業名に付している括弧内の番号は、本編の整備方針と一致しています。
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実施中の事業川辺のエリア

出典：長崎市土木企画課

≪西彼杵道路・長崎南北幹線道路ルート図（令和５年８月時点）≫
【概 要】

○長崎南北幹線道路は、長崎県の広域道路ネットワークを構成する高規

格道路で、西彼杵道路と一体となって長崎～佐世保間を1時間で結び、

ながさき出島道路と（都）浦上川線の約 7.1 ㎞を供用しています。長

崎南北幹線道路の整備により、長崎市北部唯一の幹線道路である国

道 206 号のリダンダンシー（多重性）を確保し、市内の慢性的な渋滞

緩和や事故リスク低減を図ることが期待されています。

○令和３年１１月に、未整備区間である茂里町～時津町野田郷が都市計

画決定されました。

【実施主体】 長崎県 【完成時期】 未定

（1）、(24)長崎南北幹線道路

≪新たな広域道路ネットワーク図≫

出典：長崎県新広域道路交通計画（令和３年６月）

本計画図は、具体的な路線のルート、位置
等を規定するものではありません。

すでに構想・計画海辺のエリア
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すでに構想・計画川辺のエリア

出典：長崎県HP（一部加工）

≪長崎南北幹線道路ルート図（長崎市茂里町～時津町野田郷）≫

【概 要】

○長崎南北幹線道路では、救急搬送のためのアクセス性向上を図ることなどから、松山町にインターチェンジが設置されることとなっていますが、イ

ンターチェンジが接続する市道においては道路混雑などが懸念されています。このため、長崎県において、市道への付加車線の設置や交差点処理

の検討が行われています。

【実施主体】 長崎県

【完成時期】 未定

（２）長崎南北幹線道路とのアクセス強化
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すでに構想・計画川辺のエリア

出典：平和公園再整備検討委員会（第１回）

【概 要】

○長崎南北幹線道路が、平和公園（西地区）の複数のスポーツ施設上空を通過する計画となっているなど、平和公園を取り巻く状況などに変化が生

じていることから、平和公園再整備基本計画を見直す必要があります。

○そのため、道路計画との整合を図るとともに、都市づくりの考え方や周辺の土地利用の変化なども踏まえつつ、平和公園（西地区）のあり方やス

ポーツ施設の再配置などについて検討し、再整備基本計画を策定するものです。

【実施主体】 長崎市 【策定時期】 未定

（3）平和公園再整備基本計画

≪検討対象範囲≫≪平和公園再整備基本計画（平成６年３月）≫
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出典：長崎県HP

実施中の事業川辺のエリア

≪川口アパート建替事業イメージパース≫
【概 要】

○県営住宅である川口アパートは、耐震性の不足により、災害時の住宅

入居者の安全確保が困難な状況で、また、地震等の災害により同住宅

が倒壊した場合、緊急輸送道路となっている国道206号が閉塞する

懸念があります。 そこで、隣接する川口公園の敷地において、耐震性

を備えた良質な住宅へ建て替えを行います。さらに、建て替えにより

創出される余剰地の有効活用を一体の事業として実施します。

【実施主体】 長崎県

【完成時期】 令和7年度

（４）川口アパート建替事業

≪事業概要図≫
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川辺のエリア

【概 要】

○川口公園は、国道から一歩奥まった場所に位置し、閉鎖的な空間となっています。また、周辺住民からは「子どもだけで遊ばせるには不安」、「暗く

寂しい」などの意見を受けています。さらに、施設の老朽化が進行し、適正に維持管理していく必要があります。

○こうした中、隣接する川口アパート建替事業の実施に合わせて、公園機能の増進を図るため、現川口アパートの敷地を活用し、国道２０６号に接す

る形状で川口公園の再配置を行うものです。

○park-PFI（公募設置管理制度：公園に施設を設置して運営する民間事業者を公募により選定する制度）の導入を検討しています。

【実施主体】 長崎市

【完成時期】 令和９年度

（5）川口公園再整備事業

出典：長崎市土木企画課

すでに構想・計画

≪川口公園の現状の施設概要≫≪川口公園の再配置計画≫
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実施中の事業川辺のエリア

≪浦上駅前広場再整備イメージパース≫

（６）浦上駅前広場再整備

【概 要】

○長崎駅から浦上駅までの鉄道を高架化することにより踏切を無くすＪＲ長崎本

線の連続立体交差事業に伴い、浦上駅前広場の再整備を行うものです。

○また、JR九州において、浦上駅に隣接する土地に「商業複合賃貸マンション」

の建設も予定しています。

【実施主体】 長崎県、長崎市、JR九州

【完成時期】 未定

≪ＪＲ長崎本線 連続立体交差事業計画≫ 出典：長崎市土木企画課
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出典：
都市計画事業
ＪＲ長崎本線連続立体交差事業
（パンフレット）

トイレ



（７）浦上駅⇔長崎スタジアムシティ歩行者動線
（11）長崎駅⇔長崎スタジアムシティ歩行者動線 実施中の事業川辺のエリア

【概 要】

○長崎駅および浦上駅とスタジアムシティ間の歩行者動線を、プロスポーツチームのキャラクターのマンホールや、スタジアムまでの案内表示、のぼり

などを設置して、「（仮称）Vロード」としての機能を備え持つ環境整備を行うものです。

出典：長崎市HP
8

※今後の協議により経路は
 変更となる可能性があります



【概 要】

○長崎市では、「若者から選ばれるまち」をめざし、「若者が楽しむことができる場」と「若者がチャレンジできる場」をつくる「長崎×若者プロジェクト」

に取り組んでいます。

○このうち、「若者が楽しむことができる場」の創出の一環として、長崎スタジアムシティ前面のＪＲ長崎本線の高架下に、「若者のチャレンジを気軽に

形にできる場」、「若者が成功体験を蓄積できる場」、「若者の多様なニーズに応える場」として広場を整備するものです。

【実施主体】 長崎市

【完成時期】 令和６年度

出典：長崎市都市経営室

実施中の事業川辺のエリア

≪広場整備箇所≫ ≪平面図・整備イメージ図≫

（９）（仮称）若者ひろば

≪現況写真≫
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各施設イメージ
舗装（平板ブロック） 人工芝＋大型ビジョン 人工芝マット＋ベンチテーブル 照明 ミラー付きフェンス

※記載の他、電源、水栓、防犯カメラ等を設置予定

大型ビジョン・音響

人工芝マット
ベンチ・テーブル

倉庫 人工芝

ミラー付きフェンス

オフィス棟

至 スタジアム・アリーナ

若者交流施設（広場）高架



※施工段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります
出典：ジャパネットホールディングス

実施中の事業川辺のエリア

≪鳥瞰図≫

≪スタジアムイメージパース≫

（10）長崎スタジアムシティプロジェクト

【概 要】

○長崎スタジアムシティプロジェクト（令和６年１０月１４日開業予定）は、

株式会社ジャパネットホールディングスが手掛ける、スタジアムやア

リーナを中心とした、オフィス、商業施設、ホテルなどの複合施設整備

事業です。

○開業後は、年間集客数約８４６万人、延べ年間雇用創出数約13,000

人が見込まれています。

【実施主体】 株式会社ジャパネットホールディングス

【完成時期】 令和６年度

≪施設概要≫

出典：長崎市HP（一部加工） ※施工段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります
出典：ジャパネットホールディングス
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（株）ジャパネットホールディングス

約 7.5ha

約 880億円

令和4年度～令和6年度
（R4.7着工、R6工事完成）

約 190,000㎡

スタジアム 約  20,000席

アリーナ 約   6,000席

ホテル 約     240室（客室）

オフィス 約  13,000㎡（貸床）

商業施設 約  20,000㎡（貸床）

駐車場 約   1,150台

主な用途

施行者

敷地面積

総事業費

延べ床面積

工事期間



出典：進化する長崎の陸の玄関口

実施中の事業川辺のエリア

≪長崎駅周辺の整備事業の３つの柱≫

（13）長崎駅周辺土地区画整理事業

【概 要】

○長崎駅周辺地区においては、長崎駅周辺再整備事業として、九州新幹

線西九州ルート建設やＪＲ長崎本線連続立体交差事業、長崎駅周辺土

地区画整理事業を相互に連携して進めてきました。

○このうち、長崎駅周辺土地区画整理事業は、新幹線、在来線といった

鉄道施設の受け皿を整備するとともに、道路や駅前広場などの基盤整

備と土地利用の転換・有効利用を図り、国際観光都市長崎の玄関口に

ふさわしい都市拠点を形成するものです。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 令和10年度

出典：都市計画事業 ＪＲ長崎本線連続立体交差事業（パンフレット）

東（東口側）から長崎駅周辺を見たイメージ図
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（14）長崎駅周辺エリアマネジメント 実施中の事業川辺のエリア

【概 要】

○西九州新幹線で新たに生まれる賑わいを市全体へ波及させ、地域内経済の循環によりまちを活性化し、市民の暮らしを豊かにしていくため、長崎

駅周辺関係者が目指す長崎の玄関口にふさわしい将来像を共有し、協働して「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」の未来に繋がるまちづくりを実

現することを目的に、長崎駅周辺まちづくり推進協議会を設立しました。

○主な活動内容として、情報発信の一元化、日常利用の促進、広場等の運営の一体化などに取り組んでいます。

【協議会会員】

九州旅客鉄道株式会社、長崎駅前地区まちづくり協議会、株式会社ＪＲ長崎シティ、長崎放送株式会社、株式会社プレミア・ニュー長崎 ホテル長崎、

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会、株式会社グラバーヒル、長崎駅前商店街組合、西部ガス長崎株式会社、

株式会社ドコモCS九州長崎支店、九州電力株式会社長崎支店

≪設立の報道発表≫

≪活動状況≫
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（15）長崎駅周辺の交通結節機能強化 川辺のエリア すでに構想・計画

【概 要】

○長崎市中心部において、長崎駅周辺の開発が進む中、来訪者の増加に適切に対応し、快適で利便性が高く、公共交通の利用促進につながる交通結

節機能を強化するため、令和２年７月に国や県、市、交通事業者等で構成した検討会議で「長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画」を策定し、

その中でこれらの内容が定められています。

【完成時期】 未定

出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画(R2.7月)
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出典：長崎市土木建設課

実施中の事業川辺のエリア

≪位置図≫ ≪計画平面図≫

（17）（都）大黒町恵美須町線

【概 要】

○国道202号と都市計画道路大黒町桶屋町線（通称：桜町通り）を結ぶ都市計画道路です。

○本路線の起終点部の交差点では慢性的に交通渋滞が発生しており、また、多くの歩行者が通行するものの、歩道幅員が狭く安全な歩行空間が確保

されていない状況です。このため、本路線の整備により、交通の円滑化や歩行者の安全確保を図るとともに、長崎駅周辺の土地利用促進により、国

際観光都市長崎の玄関口にふさわしい都市拠点の形成に寄与するものです。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 令和11年度（目標）

出典：長崎市HP

国道202号

大黒町桶屋町線
（桜町通り）
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（19）旭大橋の低床化 川辺のエリア

≪旭大橋周辺の状況≫

すでに構想・計画

【概 要】

○旭大橋は、浦上川を横断し、長崎駅周辺と旭町などがある浦上川右岸地区を結ぶ橋梁です。

○旭大橋は桁下高が高いため、浦上川を渡る円滑な歩行者動線が確保されておらず、旭町などがある浦上川右岸地区は長崎駅に近接しているもの

の、その立地特性が生かされていない状況です。

○旭大橋は、適切な維持管理を行っており、現在も健全な状態であることから、低床化は長期的な取組になります。低床化のためには浦上川右岸地

区における土地利用計画の具体化が必要であり、今後、県と市で連携し、検討を進めていきます。

【実施主体】 長崎県 【完成時期】 未定

≪現況写真≫

長崎駅

長崎
県庁

浦
上
川

長崎港

浦
上
川
右
岸
地
区

旭大橋
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出典：長崎港元船地区整備構想検討会議資料

（23）元船地区整備構想

【概 要】

○施設の老朽化やバリアフリーへの対応、賑わいの創出、回遊性等に課題がある元船地区において、長崎駅周辺再開発や松が枝地区クルーズ船埠頭

整備などと連携し、相乗効果を生み出すよう、港湾機能及び観光・交流機能を含めた「長崎の海の玄関口」としてのあり方を示すものです。

【作成主体】 長崎県 【策定時期】 令和５年度

すでに構想・計画海辺のエリア
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≪全体配置計画図≫ ≪イメージパース≫



【概 要】

○松が枝国際観光船埠頭には国外からの大型クルーズ船が寄港し、今後は2バース化が予定されているなど、更なるクルーズ客の増加が期待されて

いるものの、公共交通機関などとの交通結節機能が不十分な状況です。

○このため、長崎市中心部の交通結節機能強化の基本方針の中で、路面電車を松が枝国際観光船埠頭方面に延伸することや出島電停とメディカル

センター電停を直通化する短絡軌道などに取り組むことが示されています。

【検討主体】 長崎県、長崎市、長崎電気軌道株式会社

【完成時期】 未定

（25）長崎駅⇔松が枝方面をつなぐ公共交通の直通化（路面電車の短絡軌道等）
（26）路面電車の延伸

すでに構想・計画海辺のエリア

出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画(R2.7月)
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（27）松が枝周辺地区整備構想（エントランス空間整備等）

【概 要】

○松が枝国際観光船埠頭の２バース化事業に伴い、また、今後の社

会変化等を踏まえ、松が枝周辺地区に求められる機能や施設を整

備・誘致する必要があることから、整備にあたってのコンセプトや

土地利用のイメージを共有するための構想です。

○短期的な土地利用方針と長期的な土地利用イメージの2つの将来

像が示されています。

○港と南山手地区との繋がりを感じさせるエントランス機能の整備

を予定しています。

【実施主体】 長崎県、長崎市 【完成時期】 未定

すでに構想・計画

≪短期的な土地利用方針≫

出典：松が枝周辺地区整備構想

出典：長崎市HP
≪将来の土地利用イメージ≫
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海辺のエリア



出典：国土交通省HP

（28）松が枝国際観光船埠頭の２バース化事業 実施中の事業海辺のエリア

≪整備計画図≫

【概 要】

○日本におけるクルーズ船受入の拠点として、クルーズ船を安全に受入れることができる環境づくりを整え、地方創生の拠点として地域の活性化を

促進するため、松が枝岸壁の２バース目を整備する事業です。

○本事業は、クルーズ船の受入拠点が強化されるとともに、造船産業との連携により新たな産業である”北東アジア地域におけるクルーズ船修繕事

業拠点”を構築できる可能性があり、さらに、背後まちづくりと一体となって整備することで更なる地域の活性化や都市機能の強化など、地方創生

の拠点として地域の振興に大きく寄与するものとして期待されています。

【実施主体】 国土交通省、長崎県 【完成時期】 令和10年度（目標）
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出典：長崎市HP

（30）社会福祉会館と民間商業店舗の複合化 実施中の事業岬のエリア

≪位置図≫ ≪イメージCG≫

【概 要】

○長崎市社会福祉会館跡地と隣接する長崎放送株式会社本社跡地を合

わせて実施する複合開発です。

○本事業により整備される施設内には、社会福祉会館機能や店舗、住

宅などが設定予定です。

【実施主体】 長崎放送株式会社

【完成時期】 令和９年度（予定）

≪現時点での建築概要≫

長崎市社会福祉会館跡地（市有地）



出典：長崎市土木企画課

岬のエリア

≪位置図≫

（32）桜町近隣公園整備

【概 要】

○桜町近隣公園は、市庁舎別館跡地に整備する都市計画公園です。

○長崎市公会堂跡地への市庁舎建設による公会堂前公園の廃止に伴い、その代替公園として整備するものです。

○近隣居住者や周辺で働く人の休息空間、長崎駅からまちなか方面への回遊性を高める空間として「憩いと賑わい」に資する公園整備を目指してい

ます。

○park-PFI（公募設置管理制度：公園に施設を設置して運営する民間事業者を公募により選定する制度）の導入を検討しています。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 令和10年度

すでに構想・計画

≪断面図≫
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≪平面図≫

市立桜町小学校

市営桜町駐車場至 長崎駅

市庁舎本館跡地

市庁舎

桜町
近隣公園

市庁舎別館跡地

市庁舎本館跡地



出典：長崎市HP

実施中の事業岬のエリア（34）市庁舎周辺道路整備

【概 要】

○長崎市公会堂跡地への市庁舎建設（令和５年１月供用開始）に当たり、市庁舎へ至る車両や歩行者動線の確保及び公共交通機関の円滑な運行を図

るため、周辺の道路整備や無電柱化事業を実施するものです。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 令和9年度

≪計画平面図≫
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市庁舎周辺道路整備事業

市庁舎本館跡地

市庁舎
別館跡地

市庁舎



岬のエリア
（3５）市庁舎跡地整備

 （文化施設及びそれ以外の機能をも付加した形での利用の検討）

【概 要】

○市庁舎跡地は、再開発により新たな賑わいが創出されつつある長崎駅方面及び長崎スタジアムシティ方面とまちなかや市役所方面を結ぶ回廊上

に位置し、更なる賑わい創出や賑わいの誘導を図るまちづくりを進める上で極めて重要な場所です。

文化施設の機能を含む、それ以外の機能も付加した形での利用も視野に入れた整備の検討が必要と考えます。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 未定

23

すでに構想・計画

≪旧市庁舎写真≫ ≪現況写真≫



（38）国道34号の歩行者利便増進道路（ほこみち）制度の活用 実施中の事業岬のエリア

【概 要】

○ほこみちとは、「地域を豊かにする歩⾏者中⼼の道路空間の構築」を

⽬指すものであり、歩⾏者の安全かつ円滑な通⾏及び利便の増進を

図り、快適な⽣活環境の確保と地域の活⼒の創造に資する道路を指

定するもので、令和5年４月28日に国道34号長崎市桜町～万才町の

区間（L=749.3ｍ）が、指定されました。

○ほこみちのうち、利便増進誘導区域（特例区域）を指定した場合、カ

フェやベンチ等の道路占用許可が柔軟に認められたり、民間の創意工

夫を活用した空間づくりが可能となります。

○今後は、ほこみち長崎未来検討委員会を通じて道路改築や特例区域

の指定について検討を行う予定です。

【検討主体】 国土交通省

出典：ほこみち長崎未来検討委員会資料

出典：国土交通省HP

24出典：国土交通省HP
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 この地の歴史や果たしてきた役割をしっかりと伝える
 県民市民や観光客等による賑わいを生み出す
 将来の発展に資する交流やイノベーションを推進する

出典：県庁舎跡地整備基本構想（R4.7）

（39）県庁舎跡地活用 岬のエリア

≪利活用の基本的な考え方≫

すでに構想・計画

【概 要】

○県庁舎跡地は、様々な歴史を持ち、長崎のまちの中心としての役割を果たして

きた歴史的に重要な土地であるとともに、まちなかに立地する大変貴重な県民

の財産です。

○これらを踏まえ、この地の歴史を活かし、新たな交流や賑わいの場の創出につ

ながるよう、隣接する県警本部跡地も含め、活用策の検討が進められ、県庁舎

跡地整備基本構想に、広場機能・情報発信機能・交流支援機能の3つの機能が

位置付けられています。

○県庁舎跡地の暫定供用が開始され、令和６年１月現在、様々なイベント等が開

催されています。

【実施主体】 長崎県 【完成時期】 未定

※本構想策定時点では構想段階です。

≪機能配置のイメージ≫

25

具体的な建物等の規模や配置、デザイン等は今後検討のうえ決定

令和 3年度 4～5年度 6年度以降

整地など
基本構想

設計・整備

オープンスペースの利用状況等を検証のうえ、設計・整備を実施

利用状況
等を検証

 憩いの場やイベント等で利用できる広場
 この地の歴史や世界遺産など本県の魅力を体感して
    いただく情報発信機能
 多様な交流を促進する交流支援機能
 県警本部跡地で産学官等のオープンイノベーション推進
 観光客等が利用しやすいバスベイや待合所等
 旧第三別館や石垣等について、安全性の面等から慎重

に利活用の方向性を整理 等

 基本構想に基づきオープンスペースを暫定供用し利用
状況等を検証のうえ、その後の設計・整備を検討

≪整備する機能等≫

≪今後の進め方≫

≪スケジュール≫



出典：国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存活用計画

（40）出島の完全復元 岬のエリア すでに構想・計画

【概 要】

○出島和蘭商館跡の復元整備については、昭和26年から建造物の復元などを進めており、現在、平成８年に策定した史跡出島和蘭商館跡復元整備

計画書及び平成27年に策定した国指定史跡出島和蘭商館跡保存活用計画に基づき、復元整備事業を進めています。

○長期計画として、四方に水面を配した出島の完全復元の実現を目指しており、周辺用地の公有化をはじめ、長崎南北幹線道路の整備などに伴う調

整や協議が必要となるため、関係者との調整などを進めていくこととしています。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 未定

≪地区別の整備・公開活用の考え方≫

26



実施中の事業まちなかのエリア

≪位置図≫ ≪計画平面図≫

（43）（都）片淵線（新大工工区）

【概 要】

○一般県道昭和馬町線（西山２丁目）と国道３４号を結ぶ都市計画道路です。

○当該地区の景観保全と交通環境の改善を図り、都市機能の強化に資する補助幹線道路として整備するものです。

【実施主体】 長崎市 【完成時期】 令和9年度

出典：長崎市土木建設課出典：長崎市HP 27



出典：国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所HP

（45）馬町交差点改良

【概 要】

○馬町交差点付近は、平日の１２時間交通量が約３万台と市内でも有数

の交通量であることから、通勤時間を中心に慢性的な交通渋滞が発

生しています。また、馬町交差点に位置する諏訪神社前電停は、バリ

アフリー化されていない状況です。

○このため、諏訪神社電停を伊勢町交差点側に移設し、そこに横断歩道

を設置することで電停のバリアフリー化を図るとともに、従前電停が

あった空間を活用し、車線を確保するとともに、合わせて県道昭和馬

町線においても市役所方面にバス停車帯を設置する予定としていま

す。

【実施主体】 国土交通省、長崎県

≪概要図≫

まちなかのエリア

≪対策前≫

≪対策後≫

28

実施中の事業

国道

県道

市道

交通量26,575台/12h
（R3年度センサス）

県道昭和馬町線
バス停車帯設置



出典：長崎市まちなか事業推進室

（47）まちぶらプロジェクト

【概 要】

○歴史的な文化や伝統に培われた「まちなか」の賑わいの再生を図るため、５つのエリアの個性や魅力の顕在化などを進めるための整備やソフト事

業を市民などと連携しながら進めるものです。

○新大工から浜町を経て、大浦に至るルートを「まちなかの軸」と設定し、軸を中心とした５つのエリア（新大工、中島川・寺町・丸山、浜町・銅座、館

内・新地、東山手・南山手）を対象としています。

【実施主体】 長崎市

【計画期間】 平成25年度～

≪計画の構成≫

まちなかのエリア 実施中の事業

29



出典：長崎市都市計画課

（48）浜町地区市街地再開発事業

【概 要】

○浜町地区は、長崎市の古くからの中心市街地で、長崎を代表する商店街であるが、近年、大型店舗の郊外出店や社会情勢の変化、建物の老朽化等

により、賑わいが衰退しています。そこで、浜町地区一体で小規模連鎖型の市街地再開発事業を実施し、共同建替えによる商業機能の強化、広場の

整備、回遊性の向上、駐車場の整備などを行うことで、県市の経済の中心である当地区の活性化を図ることを目的としています。

○市街地再開発事業とは、土地利用の細分化や老朽化した木造建築物の密集、十分な公共施設がないなどの都市機能の低下がみられる地域におい

て、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図ることを目的としています。建築物及び建築敷地の整備並びに公共施設の整備に関

する事業です。 

【実施主体】 地権者を主体とした市街地再開発組合（予定） 【計画期間】 未定

≪市街地再開発事業のイメージ≫

まちなかのエリア すでに構想・計画

≪イメージパース≫

出典：国土交通省HP

30



（50）銅座町周辺の社会実験 実施中の事業まちなかのエリア

【概 要】

○銅座町周辺では、銅座川プロムナードの整備を予定しており、使われ

る公共空間を目指し、整備の前段階で、実際にどのような使い方がで

きるか、どのような賑わいが生まれるかを確認することを目的に社会

実験を実施しています。

【実施主体】 長崎市

【実施時期】 必要に応じて実施

≪社会実験の様子≫

≪銅座川プロムナード完成イメージ（中間部）≫

出典：長崎市土木建設課 31



出典：長崎市公式観光サイト

実施中の事業まちなかのエリア（51）旧長崎英国領事館保存整備

【概 要】

○国指定重要文化財である旧長崎英国領事館は、英国領事館として、上海の英国技師ウィリアム・コーワンの設計に基づき、後藤亀太郎が施工し、明

治41年（1908）に完成しました。

○当初からの本館・附属屋・職員住宅をはじめ、門・塀にいたるまで敷地全体にわたって往時の姿をよく保ち、明治後半期の洋風建築として、造形・意

匠の面からも、歴史的並びに景観上貴重であるばかりでなく、近代日本外交史の一端を示す資料としても価値が高いものです。

○経年による老朽化のため、現在、保存修理を行っています。

【実施主体】 長崎市

【完成時期】 令和７年（予定）

≪旧長崎英国領事館保存整備事業の概要≫

出典：長崎市HP 32



【概 要】

○銅座川の断面不足や老朽家屋の密集、周辺道路の慢性的な交通渋滞や歩道の狭さなどの改善と、まちなかの新たな道路整備による銅座地区及び

周辺地区の活性化を目的に、銅座川プロムナードを含む都市計画道路銅座町松が枝町線（銅座工区）の整備を行うものです。

【実施主体】 長崎市

【完成時期】 令和11年度

出典：長崎市土木建設課

実施中の事業まちなかのエリア

≪計画平面図≫ ≪完成イメージ（中間部）≫

（52）銅座川プロムナード整備事業
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【概 要】

○長崎居留地歴まちグランドデザイン

「長崎市歴史的風致維持向上計画※」の重点区域である「東山手・南山手地区（長崎居留地エリア）」において、歴史的資源を活かしたまちづくりに官
民協働で取り組み、地域の歴史的風致の維持向上を図ることで持続可能な地域を実現するため、将来像やその実現に向けた方向性などを示すもの
です。

○長崎居留地歴まちアクションプラン

グランドデザインに基づき実施する事業・取組みについて、官民が協働して計画的かつ戦略的に実施していくため、基本となる考え方や事業・取組
み内容について整理し関係者で共有するものです。

※「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」に基づく計画で、関係機関が連携・協働して、長崎市固有の歴史的風致を守り育て、次世代へと継承していくことを目的として策定し
たもの。

【策定主体】 長崎居留地歴史まちづくり協議会、長崎市 【計画期間】 令和３年度～令和１１年度

出典：長崎市歴史的風致
維持向上計画

（53）長崎居留地歴まちグランドデザイン
長崎居留地歴まちアクションプラン 実施中の事業まちなかのエリア

≪東山手・南山手地区（長崎居留地エリア）≫ ≪歴史まちづくり計画全体構想図≫

出典：長崎居留地歴
まちグランド
デザイン
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出典：長崎市都市計画課

（54）唐人屋敷顕在化事業 実施中の事業まちなかのエリア

≪位置図≫【概 要】

○唐人屋敷跡は、日本と中国の交流の歴史において大きな意味を持ち、また斜面市街地特有の課題も抱えているため、歴史性を活かした街の再生を

図るために、平成１３年度から唐人屋敷顕在化事業として具体的な事業に取り組んでいます。

【実施主体】 長崎市

【完成時期】 令和６年度

≪唐人屋敷顕在化事業計画≫
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